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早稲田大学 法学部【政治・経済】解答例 

Ⅰ 

 問１ Ａ…国教   Ｂ…秩序   Ｃ…内心 

 問２ ４    問３ ３    問４ 法律の留保 

 問５ ３    問６ ２    問７ Ｙ…政教（の）分離   Ｚ…宗教的行為の自由 

 

Ⅱ 

 問１ Ａ…最高法規   Ｂ…憲法尊重擁護   Ｃ…児島惟謙 

 問２ 法の支配はイギリスで発達し、人権保障のため統治者に対し法に基づいた立法・行政・ 

司法を要請する。対する形式的法治主義はドイツで発達し、法の内容よりも議会の制定し 

た法律による行政といった形式面を重視した。（100 字） 

問３ ４    問４ ３    問５ ５   問６ ２ 

 問７ 大津事件では政府の圧力から「司法権の独立」を守ったが、担当の裁判官を大審院院長 

が説得したため、また、平賀書簡事件では担当の裁判官に裁判所長が自己の見解を書簡で 

伝えたため、「裁判官の独立」が侵害された。（100 字） 

 問８ １・３ 

 

Ⅲ 

問１ Ａ…効率的〔最適〕   Ｃ…内国民 

 問２ １     問３ ５        問４ ５     問５ ４ 

 問６ ３     問７ 持（ち）株会社  問８ ２     問９ ２ 

 

Ⅳ 

 問１ Ａ…平和のための結集決議   Ｂ…国際刑事裁判所 

 問２ １     問３ ３     問４ ２ 

 問５ ３     問６ ４・６   問７ ３ 

 問８ 自然災害、人権侵害、政治的迫害、民族〔人種〕的迫害、宗教的迫害、独裁政治、 

クーデター などから２つ。 

 

 


